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町 長 所 信 表 明
「選択と集中」の視点に立ち諸施策を推進

　

町
の
行
財
政
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
。
私
は
、
継
続
し
て
更

な
る
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
、
財
源
の
安
定
確
保
を
図

り
な
が
ら
、
よ
り
一
層
「
選

択
と
集
中
」
の
視
点
に
立
ち

諸
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

５
つ
の
安
心
を
柱
と
し
、
今

後
４
年
間
、
町
政
運
営
に
全

力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

安
心
出
来
る
子
育
て
と
教
育

の
振
興

　

町
内
小
中
学
校
校
舎
の
耐

震
化
工
事
や
、
延
長
保
育
、

休
日
保
育
、
学
童
保
育
の
充

実
な
ど
、
安
心
出
来
る
子
育

て
の
環
境
作
り
を
進
め
ま

す
。

安
心
出
来
る
企
業
誘
致
と
地

場
産
業
の
育
成
振
興

　

地
域
浮
揚
の
鍵
と
な
る
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
遠
賀

川
渡
架
橋
な
ど
の
社
会
資
本

を
活
か
し
、
町
有
地
の
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
に
よ
る
団
地
造

成
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
努
め
、
企

業
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

安
心
出
来
る
福
祉
の
充
実
・

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　

町
内
の
公
共
交
通
に
つ
い

て
は
、
交
通
弱
者
に
配
慮
し

な
が
ら
活
性
化
計
画
を
策
定

し
、
地
域
公
共
交
通
の
充
実
、

確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図

る
た
め
、
共
助
、
協
働
な
ど
、

住
民
意
識
の
醸
成
を
図
る
と

と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。

　

福
祉
施
策
と
し
ま
し
て

は
、
高
齢
者
や
、
障
が
い
者

の
目
線
に
立
ち
、
ま
た
、
健

康
づ
く
り
の
施
策
の
充
実
、

男
女
共
同
参
画
の
推
進
な

ど
、
安
心
・
長
寿
の
町
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

安
心
出
来
る
地
域
環
境
や
イ

ン
フ
ラ
の
整
備

　

生
活
環
境
の
整
備
と
し
ま

し
て
、
公
共
下
水
道
の
普
及

率
向
上
、
上
水
道
の
水
質
改

善
や
、
住
環
境
、
防
災
対
策

と
し
て
西
川
の
改
修
事
業
や

中
山
地
区
の
内
水
型
洪
水
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
心
出
来
る
行
財
政
運
営
の

確
立

　

健
全
な
町
財
政
の
確
立
に

努
め
る
た
め
、
更
な
る
行
財

政
改
革
の
推
進
、
行
政
評
価

結
果
の
精
査
・
実
行
に
よ
り
、

行
政
の
ム
ダ
を
省
き
効
率
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
産
業

振
興
と
し
ま
し
て
は
、
町
内

の
農
、
工
、
商
が
連
携
出
来

る
環
境
づ
く
り
、
鞍
手
ブ
ラ

ン
ド
品
・
製
品
づ
く
り
を
支

援
し
、
地
場
産
業
の
育
成
と

産
業
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

　

誰
も
が
「
い
つ
ま
で
も
住

み
続
け
た
い
、
安
全
で
安
心

出
来
る
、
魅
力
あ
る
鞍
手
町
」

「
子
育
て
出
来
る
環
境
の
充

実
」
な
ど
、
若
者
が
定
住
出

来
る
町
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し
、
町
民
の
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

協
働
と
互
助
を
基
本
理
念
と

し
て
、
将
来
に
繋
が
る
自
立

し
た
町
づ
く
り
に
全
力
を
傾

注
し
て
参
る
所
存
で
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

そ
の
他
の
議
案

町
長
の
給
料
月
額
の
減
額
率
10
％
に 

 

〜
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
〜

　

行
財
政
改
革
に
先
駆
け
て
、
町
長
自
ら
、
平
成
22
年
７
月

か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
の
間
、
給
料
月
額
を
10
％
削
減
す

る
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
が
交
付
・
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
の
給
料
月
額
の
減
額
に
伴
い
、
副

町
長
７
％
、教
育
長
５
％
を
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
制
定
に
よ
り
特
別
職
の
職
員
の
給
料
の
削
減
額

は
、
年
間
で
約
２
０
０
万
円
、
期
間
中
で
約
８
０
０
万
円
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

                               

 　

○ 

国
民
健
康
保
険
条
例

 　

○ 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

　

 

○ 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

 　

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

 　

○ 

鞍
手
分
校
授
業
料
等
徴
収
条
例

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

条
例
の
改
正
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【
要
旨
】
今
な
お
、
人
類
は

核
兵
器
の
脅
威
か
ら
解
放
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
政
府
に
お

い
て
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と

恒
久
平
和
の
実

現
の
た
め
、
左
記

事
項
に
つ
い
て

強
力
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。

１
．
政
府
は
、

国
是
で
あ
る
非

核
三
原
則
を
堅

持
す
る
と
と
も

に
、
平
和
市
長

会
議
が
提
唱
す

る
平
成
32
年
ま

で
に
核
兵
器
の

廃
絶
を
め
ざ
す

「
２
０
２
０
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
支
持

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
。

２
．
非
核
兵
器
地
帯
構
想
が

世
界
平
和
の
維
持
に
重
要
な

意
義
を
有
し
て
い
る
こ
と
に

考
慮
し
、
暫
時
、
世
界
各
地

に
非
核
兵
器
地
帯
条
約
が
実

現
す
る
よ
う
国
際
的
努
力
を

行
う
こ
と
。
と
く
に
、
朝
鮮

半
島
と
日
本
を
含
め
た
北
東

ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
構
想

を
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
。

３
．
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
の
遵
守
及
び
加
盟
促

進
、
包
括
的
核
実
験
禁
止
条

約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
早
期
発
効
、

核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
継

続
、
兵
器
用
核
分
裂
性
物
質

生
産
禁
止
条
約
（
カ
ッ
ト
オ

フ
条
約
）
の
交
渉
開
始
と
早

期
妥
結
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
。

【
提
出
者
】

平
和
市
長
会
議

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣 

菅　

直
人

外
務
大
臣 

岡
田
克
也

衆
議
院
議
長 

横
路
孝
弘

参
議
院
議
長 

江
田
五
月

【
要
旨
】
１
９
９
４
年
に
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機

構
）
で
採
択
さ
れ
た
「
拡
大

生
産
者
責
任
」
は
、
国
内
で

は
産
業
界
の
負
担

増
を
理
由
に
拒
否

さ
れ
て
い
ま
す

が
、
処
理
・
リ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
が

上
乗
せ
さ
れ
た
商

品
は
、
最
終
的
に

は
消
費
者
が
購
入

す
る
こ
と
で
消
費

者
も
コ
ス
ト
負
担

者
で
あ
る
こ
と
が

「
拡
大
生
産
者
責

任
」
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
あ

わ
せ
て
、
ポ
イ
捨

て
、
不
法
投
棄
の

問
題
解
決
に
「
デ

ポ
ジ
ッ
ト
」（
預
か
り
金
上

乗
せ
）
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
21
世
紀
の
循
環
型
社

会
の
モ
デ
ル
が
実
現
可
能
と

な
り
ま
す
。
市
町
村
は
厳
し

い
財
政
難
の
中
で
、
過
剰
な

生
産
物
の
後
始
末
に
多
額
の

税
金
を
投
入
す
る
余
裕
は
今

後
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、

政
府
及
び
国
会
に
対
し
、「
拡

大
生
産
者
責
任
」
及
び
「
デ

ポ
ジ
ッ
ト
制
度
」を
導
入
し
、

ご
み
処
理
経
費
の
あ
り
方
を

今
一
度
見
直
し
て
、
循
環
型

社
会
を
再
構
築
す
る
こ
と
を

強
く
要
望
し
ま
す
。

【
提
出
者
】

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣 

菅　

直
人

総
務
大
臣 

原
口
一
博

財
務
大
臣 

野
田
佳
彦

経
済
産
業
大
臣 

直
嶋
正
行

環
境
大
臣 

小
沢
鋭
仁

衆
議
院
議
長 

横
路
孝
弘

参
議
院
議
長 

江
田
五
月

 　　
　

【
要
旨
】
生
活
保
護
制
度

は
、
我
が
国
の
社
会
保
障
制

度
に
お
け
る
最
後
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
国

が
責
任
を
も
っ

て
、
そ
の
水
準
を

確
保
す
べ
き
も
の

で
す
。

　

70
歳
以
上
の
生

活
保
護
受
給
者
に

月
々
生
活
扶
助
と

し
て
支
給
さ
れ
て

い
た
生
活
保
護
の

老
齢
加
算
は
、
平

成
16
年
度
か
ら
３

年
間
毎
年
削
減
さ

れ
、
平
成
18
年
度

に
全
廃
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、

70
歳
以
上
の
高
齢

者
は
生
活
扶
助
費

の
２
割
近
く
が
削
減
さ
れ
、

生
活
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と

で
、
生
活
保
護
制
度
を
よ
り

良
い
制
度
に
し
て
い
く
た
め

に
、
次
の
要
望
が
実
現
さ
れ

る
よ
う
国
の
関
係
機
関
へ
の

意
見
書
を
提
出
し
て
頂
く
よ

う
陳
情
し
ま
す
。

【
陳
情
項
目
】

生
活
保
護
の
老
齢
加
算
を
復

活
す
る
こ
と
。

【
陳
情
者
】

福
岡
県
生
活
と
健
康
を
守
る

連
合
会

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣 

菅　

直
人

総
務
大
臣 

原
口
一
博

厚
生
労
働
大
臣 

長
妻　

昭

衆
議
院
議
長 

横
路
孝
弘

参
議
院
議
長 

江
田
五
月

　

　

意　
　

見　
　

書

核兵器の廃絶と恒久平和実現に関する意見書

「拡大生産者責任」、「デポジット制度」の
導入で循環型社会の再構築を求める意見書

陳　
　

情

生活保護の「老齢加算」復活を要求する国への
意見書を求める陳情

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
２
件
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
、

関
係
機
関
あ
て
に
送
付
し
ま
し
た
。

④
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民
生
産
業
委
員
会
は
、
６

月
25
日
、
新
築
移
転
し
た
学

童
保
育
所
（
鞍
手
自
然
ク
ラ

ブ
）
と
排
水
機
場
及
び
谷

山
池
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
、
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

▼
学
童
保
育
所

　

鞍
手
学
童
保
育
自
然
ク
ラ

ブ
は
、
平
成
８
年
に
旧
鞍
手

分
校
跡
地
に
放
課
後
児
童
対

策
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
プ
レ
ハ
ブ
平
屋
建
て

の
建
物
は
老
朽
化
が
著
し
い

た
め
平
成
21
年
度
国
の
地
域

活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
に
よ
り
、
新
築
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
現
地
調

査
で
は
、
入
所
状
況
や
保
育

内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当

課
長
及
び
実
際
に
保
育
を
担

当
し
て
い
る
指
導
員
の
方
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▼
排
水
機
場　

　

西
川
沿
い
に
８
ヵ
所
あ
る

排
水
機
場
の
調
査
で
は
、
設

置
し
て
い
る
排
水
ポ
ン
プ
の

稼
働
状
況
や
管
理
体
制
に
つ

い
て
担
当
班
長
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
施
設
に
よ
っ

て
は
、
ポ
ン
プ
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
な
ど
、
梅
雨
時

期
の
大
雨
に
対
応
出
来
る
よ

う
定
期
的
な
保
守
・
点
検
を

行
う
こ
と
な
ど
の
申
し
入
れ

を
し
ま
し
た
。

▼
谷
山
池　

　

現
地
視
察
最
後
の
谷
山
池

は
、
鉱
害
に
よ
る
用
水
の
効

用
阻
害
を
回
復
す
る
た
め
の

施
設
で
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を

通
じ
て
、
約
１
８
０
㏊
の
水

田
に
用
水
を
供
給
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
現
地
視
察
で
は
、

供
給
状
況
や
施
設
の
管
理
状

況
を
担
当
班
長
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

                 
               

民
生
産
業
委
員
会

常任委員会活動報告

新しい人事
人
権
擁
護
委
員
の
再
推
薦
に
同
意毛利　芳太郎氏（65 歳）水摩　加代子氏（63 歳）林　　正隆氏（61 歳）

　

人
権
擁
護
委
員　

毛
利
芳
太
郎
氏
、
水

摩
加
代
子
氏
、
林　

正
隆
氏
の
任
期
が
平

成
22
年
９
月
30
日
で
満
了
す
る
た
め
、
再

度
候
補
者
と
し
て
再
度
推
薦
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

担当課長から学童保育所の説明を受ける委員

担当班長から排水機の説明を受ける委員

満々と水を湛える谷山池

⑤




